




































 しかしながら，これら州レベルのパフォーマンス評価の実施は 2000 年代以降ほとんど持続し
ていないのが実状である。しかも，「どの子も置き去りにしない法（NCLB: No Child Left Behind 
Act of 2001）」（以下，NCLB 法と略記）制定後，連邦政府が各州に標準テストの実施を求めるよ
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情報に基づいた学力測定」を要求していた（NCLB, Sec. 1111, b, 3, C, vi）。それにもかかわらず，
この部分は無視されたり，標準化された多肢選択式の筆記テストのみの評価に矮小化されてしま
った。  
 このような状況の中，ネブラスカ州が 2001 年に州の標準テストに依存しない独自の評価シス
テムとして「STARS（School-based Teacher-led Assessment and Reporting System）」を開発
し，NCLB 法制定後の全米教育界で期待を集めた4。しかし，その後，州内で学区間の比較を求め




（Rhode Island High School Diploma System）である6。ただし，これは 2008 年度卒業生から
適用されたばかりであり，その持続可能性はまだ定かでない。  













（１ ）NYPSC の概要  




前にパフォーマンス評価課題（PBATs: performance-based assessment tasks）の遂行を生徒に
求めている9。  
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（２ ）州テスト政策への対抗  
 ニューヨーク州では，高校の卒業条件に，英語，数学，社会，理科といった科目について州の
統一試験（Regents exams）が求められている。しかし，NYPSC は前述のパフォーマンス評価
を確実に実施するために，ニューヨーク州教育省（New York State Education Department）に
州統一試験の免除を求め，英語以外の科目で受験免除が認められている。  
 州統一試験免除は，1995 年にニューヨーク州教育長官（Commissioner of Education）だった
トマス・ソボル（Thomas Sobol）が許可したものである。ソボルは，1990 年代前半までのデボ
ラ・マイヤー（Deborah Meier）のセントラル･パーク･イースト中等学校（Central Park East 
Secondary School）と，アン・クック（Ann Cook）のアーバン･アカデミー実験高校（Urban 
Academy Laboratory High School）を，模範的な教育機関と見なしていた。ソボルはニューヨー
ク州教育長官退官前の 1995 年，約 30 のオルタナティブ・ハイスクールに対し，州のスタンダー
ドに応えられる範囲で，州統一試験を５年間免除することを決定したのである。  
 これに加えてソボルは，ニューヨーク州教育省にオルタナティブ・スクールと伝統校との比較
調査を要求し，2000 年までに 5 年研究が行われなければ，オルタナティブ・スクールの州統一
試験免除は無期限に続くと規定した（Knecht, 2007, p.47）。また，1990 年代前半には，標準化
されたペーパーテストに代わるオプションとしてパフォーマンス評価を実施する試みが，ニュー
ヨーク州のプロジェクトとして行われていた。それは，「ニューヨーク州におけるボトムアップの
評価改革のためのトップダウンの支援」とも評されていた（Falk & Larson, 1996）。  
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州テスト政策に伴い，2001 年に NYPSC の州統一試験免除許可は一旦取り消されている。  
 しかしながら，このとき NYPSC はクックらを代表に州教育省を相手取って訴訟を起こし，
NYPSC は再び州統一試験免除許可を勝ち取っている。  
 




アムの教職研修施設である教授学習探究センター（The Center for Inquiry in Teaching and 
Learning）に加盟校の教師が集まり，実際の生徒の作品をコンソーシアム共通のルーブリックを
用いて学校をまたいで評価し，評価基準の調整を図るグループ･モデレーションである。具体的に
は次のような流れで進められる（Tashlik, 2010, p.56）。  

































































きていない11。また，NCLB 法施行後の新たな動きとして，Race to the Top プログラムや共通コ

























NYPSC 共同理事長の Ann Cook 氏，NYPSC 研究部長の Martha Foote 氏，NYPSC 教職研修セ

















3) NCLB 法をめぐる米国のテスト政策については，たとえば北野（2009）を参照のこと。  
4) ネブラスカ州 STRARS については，石井（2011，309-310 頁）を参照のこと。  
5) この点については，Tung & Stazesky（2010, p.25）を参照。  
6) ロードアイランド高校卒業資格認定システムについては，遠藤（2009，299-300 頁）を参照
のこと。  
7) 安藤（1997），遠藤（2004, 2007, 2008, 2009），後藤（2003），佐藤（1996）ほか多数。  
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 8) 大規模校がスモール・スクール化したり，複数のスモール・スクールが統合して大規模校化
したりすることがあるため，加盟校自体は同じでも，数に動きがある（2011 年 6 月 14 日，
Urban Academy Laboratory High School 内 NYPSC オフィスでの聴き取り）。  
9) 以下，NYPSC の取り組み内容については，同コンソーシアムのホームページも参照。




ら，RAND Corporation の Daniel Korets が陣頭指揮を執って行われた 1994 年の研究で，
ヴァーモント州評価プログラムの信頼性と妥当性の低さが問題となった。これが引き金とな
って，翌 1995 年，ヴァーモント州代替評価システムの廃止が決まり，ミルズもニューヨー
ク州に異動となった（Knecht, 2007, p.48）。  
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